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Ｊ
Ｒ
総
連
は
10
月
28
日
、「
単
組
・
地
協
拡
大
代
表
者
会
議
」
を
目

黒
さ
つ
き
ビ
ル
で
開
催
し
、
主
催
者
を
代
表
し
て
山
口
委
員
長
は
、

「
23
春
闘
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
存
続
、
憲
法
９
条
改
悪
反
対
・
日
本
の

軍
事
大
国
化
反
対
の
た
た
か
い
」
の
３
点
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
総
連
の
考
え

方
を
述
べ
ま
し
た
。

　

▼
23
春
闘
に
つ
い
て
、「
22
春
闘
の
総
括
の
深
度
化
」
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
、
総
合
労
働
条
件
改
善
に
対
す
る
単
組
間
の
受
け
止
め

な
ど
克
服
す
べ
き
課
題
を
練
り
合
わ
せ
、
23
春
闘
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
つ

く
り
上
げ
た
。
連
合
春
闘
は
方
針
が
決
定
さ
れ
る
前
か
ら
「
額
要
求

を
し
な
い
」産
別
が
あ
る
な
ど
、否
定
的
現
実
に
あ
る
。Ｊ
Ｒ
総
連
は
、

統
一
要
求
・
統
一
闘
争
で
た
た
か
い
抜
く
。
▼
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
に

つ
い
て
、
国
交
省
は
、「
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
在
り
方
に
関
す
る
提
言
」

を
7
月
と
8
月
に
発
表
し
た
。
い
ず
れ
も
地
域
公
共
通
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
他
の
交
通
モ
ー
ド
も
含
め
て
移
動
手
段
を
事
業
者
や
自

治
体
に
検
討
さ
せ
、
国
が
財
政
支
援
を
し
て
い
く
内
容
に
な
っ
て
お

り
、
何
も
し
な
け
れ
ば
そ
こ
に
働
く
労
働
者
や
地
域
の
声
は
反
映
さ

れ
な
い
。
35
年
前
の
国
鉄
改
革
で
は
分
割
・
民
営
化
と
い
う
苦
し
い

た
た
か
い
を
経
験
し
た
。
地
域
と
連
帯
し
、
自
治
体
の
本
音
を
つ
か

み
取
り
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
存
続
に
む
け
て
奮
闘
し
よ
う
。
▼
憲
法
改

悪
反
対
・
軍
事
大
国
化
反
対
に
つ
い
て
、
衆
参
両
院
で
改
憲
勢
力
が

２
／
３
を
超
え
て
い
る
以
上
、
い
つ
改
憲
発
議
が
さ
れ
て
も
お
か
し

く
な
い
危
機
に
あ
る
。
日
米
同
盟
強
化
、
台
湾
有
事
、
防
衛
3
文
書

改
訂
、
防
衛
費
予
算
の
飛
躍
的
上
昇
な
ど
改
憲
の
外
堀
が
埋
め
ら
れ

つ
つ
あ
る
。
9
条
連
と
と
も
に
憲
法
９
条
改
悪
に
反
対
し
、
今
こ
そ

労
働
組
合
の
真
価
を
発
揮
し
、
大
き
な
た
た
か
い
の
う
ね
り
を
創
り

だ
そ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

発
言
で
は
、
ロ
ー
カ
ル
線
存
続
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
Ｊ
Ｒ

西
日
本
が
線
区
別
収
支
を
国
交
省
の
提
言
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
公

表
し
た
こ
と
に
危
機
感
を
持
ち
、
組
合
員
と
対
話
を
重
ね
、
組
織
強

化
を
入
れ
て
運
動
を
つ
く
っ
て
い
く
、
23
春
闘
に
つ
い
て
「
統
一
要

求
・
統
一
闘
争
」
で
各
単
組
と
連
帯
し
て
た
た
か
っ
て
い
く
、
憲
法

9
条
を
守
り
広
め
る
集
会
を
各
地
区
で
開
催
し
て
き
た
。
今
後
も
市

民
団
体
と
と
も
に
運
動
を
広
め
て
い
く
報
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
熊
谷
書
記
長
よ
り
ま
と
め
を
お
こ
な
い
、
提
案
し
た

「
２
０
２
３
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を
は
じ
め
と
し
た
運
動

方
針
を
確
認
し
、
第
45
回
定
期
中
央
委
員
会
に
む
け
た
意
思
統
一
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

単組・地協拡大代表者会議

 「２０２３ＪＲ総連春闘スローガン」！
物価上昇と組合員の生活実態に基づく賃上げ要求獲得！ 統一要求・統一闘争で２０２３ＪＲ総連春闘を勝利しよう！

組合員の声を要求に高め「安全・健康・ゆとり」を実現するために職場からたたかい抜こう！
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Ｊ
Ｒ
総
連
は
10
月
24
日
、
Ｊ
Ｒ
総
連
推
薦
議
員
懇
談
会

「
２
０
２
２
年
度
定
期
総
会
」
を
都
内
に
て
開
催
し
、
所
属

す
る
多
く
の
国
会
議
員
、
秘
書
の
出
席
に
よ
り
、
提
案
し

た
方
針
案（
活
動
経
過
報
告
、
今
後
の
取
り
組
み
、
新
事

務
局
体
制
）に
つ
い
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
総
連
推
薦
議
員
懇
談
会
共
同
代
表
の
末
松

義
規
衆
議
院
議
員（
東
京
19
区
）よ
り
、
一
年
間
の
取
り
組

み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
ロ
ー
カ
ル
線
存
続
と
憲
法
９

条
を
守
り
抜
く
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
総
連
と
連
携
を
は
か
っ
て

い
く
と
の
力
強
い
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
総
連
よ
り
山
口
委
員
長
か
ら
「
憲
法
改

悪
と
軍
事
大
国
化
に
む
け
た
危
う
い
政
治
の
動
向
に
対
し

て
推
薦
議
員
懇
談
会
の
先
生
方
と
共
に
反
対
の
う
ね
り
を

つ
く
り
、
ロ
ー
カ
ル
線
存
続
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
政

策
課
題
の
実
現
に
む
け
て
ご
協
力
を
要
請
す
る
」
と
挨
拶

を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
事
務
局
体
制
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
参
議
院
議
員
・

徳
永
エ
リ
氏
、
牧
山
ひ
ろ
え
氏
を
迎
え
、
共
同
代
表
は
６

名
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
特
別
報
告
と
し
て
「
ロ
ー
カ
ル
線
の
現
状
と

今
後
の
課
題
」
に
つ
い
て
、
小
林
事
務
局
次
長
よ
り
問
題

提
起
を
お
こ
な
い
、課
題
認
識
に
つ
い
て
一
致
を
は
か
り
、

２
０
２
２
年
度
定
期
総
会
は
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
、
Ｊ
Ｒ
総
連
は
９
条
連
と
共
催
で
「
平
和
集
会
」
を
目
黒
さ

つ
き
ビ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。今
集
会
は
リ
モ
ー
ト
を
併
用
し
て
開
催
し
、

会
場
と
リ
モ
ー
ト
合
わ
せ
て
３
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
９
条
連
事
務
局
・
石
塚
さ
と
し
氏
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・

山
口
浩
治
執
行
委
員
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
第
二
次
安
倍
政
権
以
降
、
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
容
認
、
戦
争
法
、
秘
密
保
護
法
、
盗
聴
法
、
重
要
土
地

規
制
法
な
ど
の
成
立
。
そ
の
上
に
日
米
の
軍
事
一
体
化
と
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
議
論
な
ど
、
平
和
憲
法
の
外
堀
が
埋
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
９
条
連

と
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
憲
法
改
悪
と
軍
事
大
国
化
へ
の
道
に
対
し
て
、
連
帯
し

て「
反
対
」の
た
た
か
い
を
広
範
に
つ
く
り
だ
し
て
い
こ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・
佐
藤
英
樹
副
委
員
長
よ
り
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難

民
支
援
カ
ン
パ
の
報
告
」、
沖
縄
９
条
連
事
務
局
・
宮
城
和
之
氏
よ
り
「
沖

縄
９
条
連
闘
い
の
報
告
」
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
参
議
院
憲
法
審
査
会
で
筆
頭
幹
事
を
務
め
ら
れ
て
い

る
立
憲
民
主
党
・
小
西
洋
之
参
議
院
議
員（
Ｊ
Ｒ
総
連
推
薦
議
員
懇
談
会
所

属
）よ
り
、「
平
和
憲
法
の
大
切
さ
と
、
憲
法
改
悪
を
阻
止
す
る
た
め
の
取

り
組
み
」
と
題
し
て
講
演
を
受

け
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
国
会

に
お
け
る
改
憲
の
動
き
と
各

党
の
改
憲
に
対
す
る
考
え
方
。

こ
れ
ま
で
の
衆
参
両
院
に
お

け
る
「
憲
法
審
査
会
」
の
開
催

経
過
と
議
論
内
容
。
ま
た
、「
憲

法
審
査
会
」
は
国
会
法
上
、
憲

法
違
反
を
調
査
す
る
た
め
の

委
員
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自

民
党
が
９
条
へ
の
自
衛
隊
明

記
や
緊
急
事
態
条
項
の
新
設

議
論
の
加
速
を
狙
う
こ
と
に

対
し
て
、
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
を
は
じ
め
、
臨
時
国
会
召

集
義
務
違
反
や
国
葬
な
ど
に

つ
い
て
し
っ
か
り
と
追
及
し
、

憲
法
尊
重
擁
護
義
務
を
果
た

し
て
い
く
決
意
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

ＪＲ総連推薦議員懇談会「２０２２年度定期総会」開催！

９条連・ＪＲ総連共催「平和集会」開催！

新事務局体制
共同代表 小宮山 泰子 衆・埼玉７区
共同代表 篠原　 　孝 衆・長野１区
共同代表 末松 　義規 衆・東京19区
共同代表 福田 　昭夫 衆・栃木２区
共同代表 徳永 　エリ 参・北海道
共同代表 牧山 ひろえ 参・神奈川
事務局長 田城 　　郁 前参議院議員

事務局次長 小林 　陽介 JR総連政策政治部長
（衆・参５０音順）

「１１・３憲法大行動」に参加！
　日本国憲法公布から76年目となる11月３日、戦争させない・９条壊
すな！総がかり行動実行委員会主催の「武力で平和はつくれない、つ
なごう憲法をいかす未来へ 11･3憲法大行動」が国会を取り囲むように
開催され、4,200名が結集し、JR総連から50名の仲間が参加しました。
　藤本泰成共同代表は主催者を代表し、「岸田政権は軍事的緊張を煽
りながら軍事費の増大や『敵基地攻撃能力』の保有を狙っている。安
全は武力では保障されない」と挨拶しました。その後、各政党議員
や有識者から「憲法９条を生かした平和外交を」、「敵基地攻撃能力の
保有は憲法違反」などの訴えがされました。
　ＪＲ総連は、平和で安心して暮らせる社会を実現するため、平和を
希求する仲間と連帯し憲法９条を守り抜く運動を進めていきます！
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ＪＲ総連関東地協「第３５回定期総会」開催！

ドライバーズ共済会「第３１回定期総会」開催！

５連協「2022年秋のレクリエーション」開催！

　

10
月
19
日
、
Ｊ
Ｒ
総
連
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
共
済
会
は
目
黒
さ
つ
き
ビ

ル
会
議
室
に
お
い
て
、コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
お
こ
な
っ
た
上
で「
第

31
回
定
期
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
共
済
会
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
方
針
の
下
、
会
員
の
声

を
最
大
限
に
活
か
し
た
共
済
活
動
と
、
会
員
に
寄
り
添
う
ド
ラ
イ

バ
ー
ズ
共
済
会
と
し
て
、
継
続
的
・
精
力
的
に
献
身
性
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
、
す
で
に
８
カ
月
余
り
が
経
過

し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
一
刻
も
早
い
停
戦
を
望
む
と
と
も
に
、
戦
争

が
起
き
れ
ば
私
た
ち
鉄
道
労
働
者
は
兵
站
輸
送
を
担
わ
さ
れ
、
攻
撃

対
象
と
な
り
、
多
く
の
犠
牲
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
歴
史
を
振

り
返
っ
て
も
明
ら
か
で
す
。
私
た
ち
は
改
め
て
テ
ロ
に
も
戦
争
に
も

反
対
し
、
憲
法
改
悪
を
は
じ
め
と
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
戦
争
へ
の
道
筋

を
許
さ
ず
、
更
に
た
た
か
い
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
乗
り
切
る
た
め
、各
企
業
は
「
働

き
方
改
革
」
の
名
の
下
、
労
働
者
を
置
き
去
り
に
し
た
施
策
を
次
々

と
打
ち
出
し
、
職
場
で
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
、
企
業
離
れ
が

加
速
し
て
い
る
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
の
共
有
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
共
済
会
で
は
、
退
会
な
ど
に
よ
る
会
員
数
の
減
少

が
見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
運
営
委
員
会
で
議
論
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
今
総
会
で
組
織
拡
大
と
い
う
課
題
が
あ
る
東
労
組

に
つ
い
て
、
車
掌
を
特
例
で
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
共
済
会
へ
の
加
入
を
認

め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
に
集
う
「
仲
間
を
想
う
」
相
互
扶
助
の
精
神
を
、
改
め

て
感
じ
さ
せ
る
第
31
回
定
期
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
２
０
２
２
年
度
新
役
員
体
制
】

代　
　

表　

工
藤 　
　

厚（
東　

労　

組
）

代
表
代
行　

老
松 　

公
司（
北
海
道
労
組
）

代
表
代
行　

橋
本 　
　

晶（
貨
物
労
組
）

運
営
委
員　

田
中 　

勇
人（
北
海
道
労
組
）

運
営
委
員　

佐
藤 　
　

潤（
東　

労　

組
）

運
営
委
員　

根
本 

竜
太
郎（
東　

労　

組
）

運
営
委
員　

藪　

 　

秀
一（
東　

海　

労
）

運
営
委
員　

澤
村 　

直
人（
西　
　
　

労
）

運
営
委
員　

稲
川 　

伸
一（
西　
　
　

労
）

運
営
委
員　

増
田 　

真
澄（
貨
物
労
組
）

運
営
委
員　

高
山 
謙
太
郎（
貨
物
労
組
）

会
計
監
査　

上
田 　

雄
介（
東　

労　

組
）

会
計
監
査　

小
林 　

英
幸（
貨
物
労
組
）

　

Ｊ
Ｒ
総
連
関
東
地

協
は
10
月
26
日
、
東

京
北
区
・
滝
野
川
会

館
で
「
第
35
回
定
期

総
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
定
期
総
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
第
７
波

後
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
傍
聴
は
取

り
組
ま
ず
感
染
予
防

対
策
を
万
全
に
し
、

代
議
員
の
み
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
Ｊ
Ｒ
総
連
よ
り
熊
谷
書
記
長
、

関
東
交
運
労
協
よ
り
高
畠
事
務
局
長
に
参
加
頂

き
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
、椀
田
議
長
は「
23
春
闘
に
む
け
て
」「
平

和
を
希
求
す
る
取
り
組
み
」「
え
ん
罪
浦
和
電

車
区
事
件
か
ら
20
年
を
迎
え
取
り
巻
く
情
勢
に

つ
い
て
」
の
３
点
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
ま
し

た
。
質
疑
で
は
10
名
の
代
議
員
か
ら
発
言
が
出

さ
れ
、
春
闘
の
闘
い
や
平
和
の
取
り
組
み
、
職

場
で
起
き
て
い
る
課
題
の
解
決
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、職
場
活
動
の
大
切
さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

最
後
に
椀
田
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
総
会

は
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
関
東
地
協
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を
万
全
に
し
、
少
し
ず

つ
コ
ロ
ナ
前
の
取
り
組
み
状
況
に
戻
し
て
い

き
、
平
和
研
修
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催

で
き
る
よ
う
に
、引
き
続
き
幹
事
会
で
議
論
し
、

元
気
あ
る
関
東
地
協
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
２
０
２
２
年
度
新
三
役
】

議　
　

長　

椀
田　

優
一（
東　

労　

組
）

副
議
長　

杉
澤　

秀
則（
東　

海　

労
）

副
議
長　

柴
田　

直
樹（
鉄　

研　

労
）

副
議
長　

木
山　

敬
太（
シ
ス
テ
ム
労
）

事
務
局
長　

菊
地　

秀
晶（
貨
物
労
組
）

　

10
月
22
日
、５
連
協「
２
０
２

２
年
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
を
群
馬
県
の
「
道
の
駅 

よ
し
お
か
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」

に
て
、
聚
楽
労
組
準
備
の
も
と

開
催
し
、
組
合
員
と
家
族
27
名

が
集
い
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通

じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
に
も
恵
ま

れ
、
初
め
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

す
る
参
加
者
が
多
い
中
、
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
コ
ー

ス
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
２
名
も
出

る
な
ど
、
各
組
と
も
笑
顔
が
絶

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
懇
親
会
で
は
、
単
組
の

枠
を
超
え
て
交
流
を
深
め
、
各

単
組
が
準
備
し
た
豪
華
景
品
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
初
め
て
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
だ
っ
た
が
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
。
是
非
ま
た
や

り
た
い
！
」
な
ど
、
春
の
運
動

会
に
続
き
、５
連
協
の
団
結
は
、

一
層
深
ま
り
ま
し
た
。
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10
月
13
日
、
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
は
目
黒
さ
つ
き
ビ
ル
会
議

室
に
お
い
て
、「
２
０
２
２
年
度
拡
大
幹
事
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

奥
山
会
長
は
挨
拶
で
「
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
顔
を
合
わ

せ
て
、
お
互
い
に
元
気
な
姿
を
確
認
し
あ
う
こ
と
が
重
要
。
ま
た

Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
、
現
役
の
課
題
を
共
有
し
支
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

か
ら
Ｊ
Ｒ
総
連
運
動
を
発
信
し
て
い
こ
う
。
退
職
者
連
合
で
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
立
場
か
ら
Ｏ
Ｂ（
オ
ー
ル
ド
・
ボ
ー
イ
）会
の

名
称
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
る
。
今
後
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
各

単
組
Ｏ
Ｂ
会
と
連
携
し
検
討
し
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
と
し
て
参
加
し
た
Ｊ
Ｒ
総
連
山
口
委
員
長
か
ら
、

取
り
巻
く
情
勢
と
取
り
組
み
の
報
告
、
23
春
闘
に
む
け
て
、
平
和

の
問
題
に
つ
い
て
、
ロ
ー
カ
ル
線
存
続
に
つ
い
て
、
組
織
拡
大
に

つ
い
て
な
ど
の
提
起
を
い
た
だ
き
、
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
と
し
て
も
現
役

と
の
課
題
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

　

各
単
組
か
ら
は
、
Ｏ
Ｂ
会
員
の
高
齢
化
や
会
員
数
の
減
少
の
課

題
が
出
さ
れ
る
中
、
会
員
宅
を
直
接
訪
問
し
、
情
報
な
ど
を
手
渡

す
な
ど
、
Ｏ
Ｂ
会
に
加
入
し
て
い
る
意
義
を
深
め
て
き
た
と
の
報

告
が
さ
れ
、
有
意
義
な
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
役
員
体
制
と
し
て
、
事
務
長
が
植
松
健
氏
か
ら
、

新
た
に
森
将
美
氏
へ
と
交
代
し
、
最
後
に
奥
山
会
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
拡
大
幹
事
会
は
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
、
連
合
「
２
０
２
３
春
季
生

活
闘
争
中
央
討
論
集
会
」
が
都
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

芳
野
会
長
は
挨
拶
で
、「
23
闘
争
は
こ
れ

ま
で
の
単
な
る
延
長
で
は
な
い
。
歴
史
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
。
連
合
が
一
体
と

な
っ
て
た
た
か
お
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

続
い
て
基
調
講
演
と
し
て
、
渡
辺
努
氏

（
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）

か
ら
、「
世
界
と
日
本
の
物
価
の
行
方
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
川
正
樹
氏（
連
合
総
合
生
活

開
発
研
究
所
所
長
）か
ら
「
日
本
経
済
の
現

状
と
見
通
し
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
基
本
構
想
策
定
に
向
け
た
委
員
会
討
議
報
告
が
、
労
働

条
件
・
中
小
労
働
委
員
会
、
労
働
法
制
委
員
会
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・

多
様
性
推
進
委
員
会
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て
は
、「
ベ
ア
２
％
の
要
求
指

標
を
３
％
程
度
に
引
き
上
げ
、定
期
昇
給
分
を
含
め
５
％
の
賃
上
げ
」

を
含
め
た
基
本
構
想
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
全
体
討

論
で
は
Ｊ
Ｒ
総
連
よ
り
熊
谷
書
記
長
よ
り
、「
物
価
上
昇
の
な
か
労

働
者
の
賃
金
は
ほ
と
ん
ど
上
が
ら
ず
、
組
合
員
の
生
活
は
厳
し
い
。

９
月
の
消
費
者
物
価
は
３
・
０
％
で
あ
り
、
今
後
も
上
昇
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
果
た
し
て
１
％
の
引
き
上
げ
で
良
い
の
か
と
い
う
疑
問

の
声
も
あ
る
。
12
月
１
日
の
中
央
委
員
会
ま
で
時
間
が
あ
る
。
今
後

の
推
移
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
欲
し
い
。
Ｊ
Ｒ
総
連
は
組
合
員
の
労

働
実
態
や
生
活
実
態
に
踏
ま
え
、
２
０
２
３
春
闘
を
統
一
要
求
・
統

一
闘
争
で
連
合
の
仲
間
と
と
も
に
た
た
か
っ
て
い
く
」
と
発
言
し
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
連
合
仁
平
総
合
政
策
推
進
局
長
の
答
弁
で
は
、

「
内
閣
府
の
年
央
見
通
し
な
ど
を
勘
案
し
、
年
度
末
ま
で
見
通
し
た

数
字
で
5
％
と
し
た
。
ご
理
解
頂
き
た
い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

最
後
に
清
水
事
務
局
⻑
が
議
論
を
総
括
し
た
上
で
、「
本
日
い
た

だ
い
た
意
見
を
様
々
な
形
で
反
映
し
、
闘
争
方
針
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
。
引
き
続
き
構
成
組
織
・
地
方
連
合
会
の
積
極
的
な
参
画
を
お

願
い
し
た
い
」
と
呼
び
か
け
、
集
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ＯＢ連絡会「２０２２年度拡大幹事会」開催！

連合「２０２３春季生活闘争中央討論集会」

ＪＲ総連総合共済からのお知らせ
　ＪＲ総連総合共済は相互扶助の精神から、給付対象として「死亡(本人・配偶者・子ども・親など)」
「住宅災害」「障害(本人)」「傷病(本人)」「OB傷病(OB契約者)」「家族傷病」「結婚」「出生」「出産」
「進学(子が中学に進学したとき)」「銀婚式」「介護休職」「退職」などがあります。
　ＪＲ総連総合共済に加入の方で、給付に該当する事由が発生した場合は、お近くの共済担当者や組
合役員までお知らせください！

【２０２２年度新役員体制】
会　長　奥山　光昭（東 労 組 Ｏ Ｂ 会）
副会長　藤原　博之（貨物労組ＯＢ会）
事務長　森　　将美（東 労 組 Ｏ Ｂ 会）
幹　事　武川　隆二（北海道労組ＯＢ会）
幹　事　福島　一三（東 海 労 Ｏ Ｂ 会）
幹　事　末岡　　譲（西 労 Ｏ Ｂ 会）


